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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

本実験では高温・水素圧力下で時分割測定が可能なⅩ線全散乱実験の測定技術の高
度化に取り組んだ。200℃を超える温度以上ではカプトンキャピラリーを使えない
ため、これまでは高温測定ではすべて石英キャピラリーを使った実験を想定してい
た。しかしながら、石英は耐圧性でカプトンに劣るため、200℃以下では耐圧性に
優れたカプトン、200℃以上は石英と使い分けることを今回検討した。

実験
Experimental

【利用した装置】：高速2体分布関数計測装置
【実験方法】
実験はBL22XUで大型に次元検出器を用いて行った。試料は産総研で合成したもの
を持ち込み、各種キャピラリーに充填した。高温・圧力下実験用キャピラリーを高
温実験セットアップに取り付け、所定の温度で真空排気を行った後、様々な温度・
圧力下でⅩ線全散乱データを取得した。

結果と考察
Results and Discussion

産総研とQSTで開発をしてきた高温・ガス環境下でのその場観察セットアップを図
１に示す。Ⅹ線が透過できる穴をあけた2枚のヒーターブロックでキャピラリーを
挟み込むことで試料温度を制御し、回折パターンを取得する仕様になっている。こ
のキャピラリーを水素ガス供給設備につなぎこむことで任意の圧力での実験が可能
で、かつ、試料を60°の回転が可能となっている。今回はZr-Ni系材料に対し
て、400℃で0.2 MPa水素雰囲気での時分割測定、TiFe系合金に対して80℃か
ら120℃の温度範囲で最大0.9 MPaの条件で水素化させるプロセスの時分割測定を
実施した。それぞれの試料で高温・水素圧力下でⅩ線回折パターンが明確に低角度
側にシフトし、水素反応を観察することに成功した。詳細な解析は今後実施予定で
あるが、今回の実験により高温・水素ガス雰囲気下での実験に見通しが得られた。

図・表・数式 1
Figures, Tables and

Equations 1

Fig. 1 高温・水素ガス雰囲気下で実験可能な試料セル(a)ヒーターブロック取り付け
前、(b)取り付け後
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